
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

西宮市防災会議 議事録 
 
 

開催日：令和２年２月１２日（水） 



西宮市防災会議 議事録 

 
【１】 日  時 

    令和２年２月１２日（水）午後２時００分～午後３時３５分 

 

【２】 場  所 

西宮市役所東館８階大ホール 

 

【３】 出席者 

    別紙のとおり 

 

【４】 議事要旨（議長：石井市長） 

 

（１）今年度の防災活動の報告 

事務局より「今年度の防災活動の報告」の説明をしたところ、質疑及び意見はな

かった。 

 

 

  （２）西宮市地域防災計画の修正について 

     事務局より「西宮市地域防災計画の修正について」の提案説明をしたところ、以

下のとおり質問及び意見があった。 

（石井議長） 

     行政・災害ボランティアセンター・ＮＰＯ、その他支援組織が連携し、情報共有

の場を設置していくよう努めていくとのことですが、具体的に「場」とはどのよう

な場になるのでしょうか。また、どこが主催してやるのでしょうか。 

   （事務局） 

     災害が起こった際は、ボランティアセンターが立ち上がります。令和３年度に危

機管理センターが稼働し、４階のオペレーションルームに市の災害対応の関係部局

だけでなく、関係機関、ボランティアセンターの方にも来ていただいて、災害対応

で連携していただくといったことが一つ挙げられると思います。 

（石井議長） 

     新しく危機管理センターができた後も、ボランティア等との結節点としての場を

設定するのは市、行政であるという理解でいいですね。 

   （事務局） 

     そのとおりです。 

（石井議長） 

     有事の際に、どこにそのような場があるのか、どういうところで情報共有したら

いいのか、ということが分かっておいた方がよいと思ったので、皆様に共有の意味

も含めて質問しました。 



   （馬場委員） 

     ３点ほど質問させていただきます。３者連携の点について、いざ災害発生した時

に来てもらうときに、なかなか直ぐに駆けつけることが難しいかと思います。平時

からＮＰＯ等と連携しておくことが大事かと思いますが、災害時に備えての平時の

取組について、もし何かお考えであれば教えてもらいたいということが一点。それ

から２つ目は、５段階の警戒レベルについてですが、市民レベルでどれぐらい理解

がすすんでいるか。まだまだ未知なところもあるかと思いますが、実際、その情報

を出して、それが避難行動につながることが大事かと思いますけども、そういう視

点から、普段からの訓練において、どういう風に新しい情報提供の在り方を活かし

ていかれるか、実績あるいは今後の取組の予定があれば教えていただきたいです。

３点目ですが、計画の修正の中身で、何カ所か出てくるのですが、資料２（新旧対

照表）の５ページ、「２―９８」のところの修正案で「マイ避難カード」が出てきま

す。これが地域のコミュニティで自助・共助の防災の取組の新しい一つのツールに

なり、マイ避難カードをコミュニティで作って、避難行動につなげていくことは、

すごくいい取組だと思います。そのことについて、市としてコミュニティに対して、

マイ避難カードの作成の支援をされていくのか、どういう風にすすめていくのか教

えていただければと思います。 
（事務局） 

ボランティア関係の平常時からの連携というところですが、定期的に市と社会福

祉協議会、ＮＰＯの方々と災害時のボランティアセンターに関する検討会を開いて

います。普段からの情報共有を図るとともに、研修や大きな訓練等を計画しており

ます。２月１５日の土曜日にも、災害ボランティアセンターの対応訓練等を企画し

ており、社会福祉協議会とＮＰＯと連携し、ボランティアセンターの運営訓練を行

う等、普段からの連携に努めているところです。２点目、５段階レベルの避難行動

の周知についてです。昨年５月に改定しました防災マップに最新の情報を掲載して

おり、今後とも毎年１回程度の更新を行う予定です。防災マップの全戸配布でお知

らせするとともに、市政ニュースであったり、訓練であったり、出前講座であった

り、そういった場で啓発していきたいと考えております。また、補足として、５段

階の警戒レベルの市民への理解度についてどれぐらい浸透しているかですが、市民

の方に直接アンケートした訳ではありませんが、出前講座の機会に５段階の警戒レ

ベルのことは説明させていただいているところです。しかしながら、どこまでかと

言うと、浸透しきっていないのかなというところが実感としてあります。避難勧告

と避難指示が一緒のレベルになっているところがわかりにくいかと思います。どの

ように伝えていくか課題に感じています。３点目のマイ避難カードについて回答い

たします。兵庫県のモデル事業として、一部の地域でされているかと思います。国

土交通省では、マイタイムラインとして、避難情報が出た時に、どういう準備をし

て、どのように避難するか、そういうことをタイムラインとして作りましょうとい

う取組があります。マイ避難カードについては、最後の要点のところで、いつ、ど

のようなタイミングで避難するかを切り取った形になるかと思います。ちなみに、

今年、出前講座を行った際に、高校生を対象にマイタイムラインを取り組ませてい



ただきました。高校生には事前に言っていたこともあり、一定取り組むことができ

たと聞いています。ただ、これをすすめるには、作ってくださいと単純に渡すだけ

ではダメであると考えており、出前講座などで説明しながら、自分の避難のタイミ

ングを考えていただく機会を作っていくことが必要であると考えております。 
   （石井議長） 
     平時からの取組ということですが、社会福祉協議会の方で対策はすすんでいると

感じますでしょうか。 
   （清水委員） 

避難所の訓練など、社会福祉協議会とＮＰＯと行政が密接に関わりながら、いい

感じにすすんでいると感じます。ただ、これだけでは不十分ですから、マイ避難カ

ードについて、地域福祉展開の中で内包して取り組まないといけない。県のモデル

事業であるケアマネジャー等との日野町における取組についても、地域福祉展開の

部分と防災の部分が接合していかないと実効性がないので、社会福祉協議会として

も真剣に取り組んでいきたいと考えています。 
 

その他、質疑及び意見はなく、原案どおり承認された。 

 
 
  （３）その他【西宮市地域防災計画等の改定における中間報告について】 

事務局より「西宮市地域防災計画等の改定における中間報告について」の説明を

したところ、質疑及び意見はなかった。 

 

 

（３）その他【西宮市国土強靭化地域計画の策定について】 

事務局より「西宮市国土強靭化地域計画の策定について」の説明をしたところ、

以下のとおり質問及び意見があった。 

 （飯森代理） 
意見というわけではなく、参考までに教えていただきたいのですが、内閣府のガ

イドラインにも国や県及び隣接市の地域計画との調和ということが度々出てきてお

り、調和が強調されているところです。兵庫県下では神戸市や芦屋市が既に地域計

画を策定しており、今回報告のあった「西宮市国土強靭化地域計画」において、具

体的に国や県等との調和を図る上で工夫されていることがあれば教えていただきた

いです。それから、もう一点、今回の国土強靭化地域計画において、ハード対策は

もちろんですが、よりソフト対策を重視する流れになっており、６月にこの計画が

完成するということで、市民の方々へどのように計画の方を周知されていくのか、

お考えがあれば教えていただければと思います。 
   （事務局） 

調和についてでございますが、国土強靭化という観点で考えますと、市単独で国

土強靭化を図ることは難しいと考えておりますので、当然のことながら国、県との

連携や調和が必要であると考えております。そのため本日お配りしました資料４－



２の３１ページに、それぞれ兵庫県における事業、国における事業を未調整ではあ

りますが、西宮市域における国土強靭化に資する事業を掲載させていただいている

ところです。策定までには、掲載の了承も含めて、兵庫県に連絡し確認をとって参

りたいと考えています。また、ご指摘いただきましたソフト対策を今後重要視して

いかなければならないというところですが、ソフト対策につきましては、地域防災

計画との連携の中で、今後どういったところに対策が必要なのかというところに関

しまして、調査研究をしながら、地域計画の方にどのように反映できるのか検討し

状況に応じて対応を進めていきたいと考えています。 
   （石井議長） 

関連して、兵庫県は何かありますか。 
   （森安代理） 

３１ページに書いていただいている様々な県の事業ですが、西宮市内においては、

高潮対策であったり総合的な治水対策としての武庫川対策であったり、それから土

砂災害対策といったものが具体的なメニューとして、当然、毎年計画的に進めてお

り、それを総合的に強靭化計画として県も位置付けられている。連携にあたっては、

西宮土木事務所と調整した上で策定していただければと考えておりますので、どう

ぞよろしくお願いいたします。 
（馬場委員） 

コメントというところで２点ほど。兵庫県、国等と連携というところで、例えば

総合的な治水対策というところで挙げられているものでハード対策が多いのですが、

流域治水という観点からハードだけではなく、遊水池や貯水機能であるとか、ある

いはその周辺の住民の意識の啓蒙など、そういったところもあるかと思います。施

策レベルで調整いただいてハードソフト両方ご検討いただければと思います。もう

一つ、国土強靭化地域計画で国土交通省から話がありましたが、地域防災計画をメ

インに考えがちですが、しなやかで強く脆弱性をなくすような地域づくりといった

風に、平時からできることがたくさんありますので、防災担当部署だけではなく、

全庁的に少しずつ普段から地域などの基盤を強くしていく必要がありますので、

様々な観点から全庁的あるいは関係機関からご意見を集めていただいて幅広く検討

いただければと思います。 
（事務局） 

ありがとうございます。今後参考にさせていただき、見直しを図る際には、意見

を踏まえて対応させていただきたいと思います。 
   （田中委員） 
     コメントですが、平成３０年の西日本豪雨の際に、土砂災害に限ってのことです

が、広島の方で不幸にして亡くなられた方々の実態調査をした結果、土砂災害警戒

区域やハザードエリアで亡くなられた方が半数以上に上っているとのことです。裏

返して考えますと、ハザードエリアにおられなければ助かった可能性もあるという

ことで、ソフト対策、特に避難の対策が非常に重要であるという形になると思いま

すが、一方、新聞報道で、避難勧告や避難指示が出たけれども、避難される方が非

常に少ないという実態もあるわけで、そのあたりを今後どういう風にすすめていく



のかが大事になってくると思います。先ほどコメントと言いましたのも、どういう

風に行うべきかというアイデアがあるわけではなく解決策もないのですが、そのあ

たりを重点的に行っていただければと考えております。 
 

その他、質疑及び意見はなかった。 

 
 

（３）その他【来年度の取組について】 

事務局より「来年度の取組について」の説明をしたところ、以下のとおり質問及

び意見があった。 
   （飯森代理） 

防災情報システムについてですが、通行止めの情報を取り入れてとありますが、

兵庫県や近畿地方整備局としてもシステムがありますが、他機関のシステムと連携

して、他機関が管理する道路情報を取り入れることを検討されているでしょうか。 
   （事務局） 

現在、防災情報システムにつきましては、各機関、国や県や他市のシステムとの

連携を考えておりまして、具体的に交通情報につきましては、業者を通じて連携を

検討させていただきました。その中で実装できるところは実装していくのですが、

運用面において難しいところもあり、詳細に道路情報システムから情報をとること

は決まっていませんが、可能な限り取りたいと考えております。 
   （石井議長） 

こういうものは、物理的に連携を行うことには、限界があるのですか。 
（事務局） 

システムの連携について、それぞれのシステムの違いで難しいところがあります。

現状におきましても、通行止めの情報におきましては速やかに市に情報提供いただ

いておりまして、その上で、市のホームページに掲載しておりますので、そのあた

りを今後もうまく連携をとっていきたいと考えています。 
   （石井議長） 

せっかく新しいシステムを作るときですから、無理に連携して回らなくなるのは

問題ですが、手入力ということが極力ないようにしていった方がよいと考えます。 
（宮根委員） 

阪神・淡路大震災の時には、午前５時４６分ということで、皆さんが自宅にいる

ときに発生したことで、勤務時間以外の参集の確保はできているのでしょうか。兵

庫県警察としても課題と考えていますが、市として考えておられたら教えていただ

きたいです。 
（事務局） 

参集等、緊急時の対応についてですが、市としても課題と考えており、緊急時に

連絡体制をどうとるか、また、参集というところで、交通機関が止まることも考え

られます。以前には、参集訓練ということで、災害を想定して実際に参集したこと

もあります。また、実際に交通機関が止まったら、どういう手段で参集するかのイ



メージを持つための訓練や調査を各職員に行いました。中々、実際に災害が起こっ

た時に、どこまで参集できるかは、災害が起こらないとわかりませんが、職員の意

識啓発を含めて訓練等を通じて参集の確保を行っていきます。 
 

その他、質疑及び意見はなかった。 

         

 
【５】 会議の傍聴者 

    ０名 

 

 

【６】 会議において必要と認めたその他の事項 

    なし 

                               

      以  上 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 


